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ソフ トディスクを使ったフライングディスク競技の展望 と今後の課題

大島 寛

Hiroshi Oshima: A Note on Flying disc Sports by the  Softdisc  : From the Past to the Future

1.は じ め に

フ ラ イ ング デ ィス ク競 技 注1)は、 世 界 フ ラ イ

ン グデ ィス ク連 盟 の競 技 と して 、現 在10種 目

(デ ィス タ ンス ・MTA・TRC・ ア キュ ラシー ・

デ ィス カ ソン ・デ ィスク ゴル フ ・DDC・ フ リー

ス タイル ・GUTS・ ア ルテ ィメ ッ ト)が 公認 され

ている。近年、 ナイロ ンとウ レタ ンを使 って製作

された柔 らかい素材 の フライ ングデ ィス ク(ソ

フ トデ ィス ク)が 、小学 生 のス ポー ツ活動 の 中

で ドッジ ボールの代用種 目と して取 り上 げ られ、

ディスク ドッヂ の競技名 で楽 しまれているこ とか

ら、 日本 フライングディス ク協会 はソフ トデ ィス

ク種 目を11種 目 目の競技 として2007年4月 に公

認種 目と した。 このナイロン とウ レタ ンを使 って

製作 されたディスクは、現在 ドッヂ ビー という商

品名 で販売 され てお り、 日本 ドッヂ ビー協会 注2)

で は、 ディスク ドッヂ(ド ッジボールルールの競

技)、 ゴール ドッヂ(ゴ ール競技)、 ドッヂ ディス

タンス(遠 投競技)を 推奨競技 として紹介 してい

る。

中で もディス ク ドッヂ は、最 も人気 のある種 目

で 、1998年10月 、 愛知県 フライ ングデ ィス ク協

会主催 によるフライングディスク ・フェステ ィバ

ルの プロ グラム に採 用 され 、新城 市 で実施 され

たこ とか ら始 ま り、2000年8月 には、全国で初 め

ての ドッヂ ビー大 会 「第1回 ドッヂ ビー こ ど も

選手権 しん しろオー プ ン」(愛知県新城市、53チ ー

ム450人 の 参加)が 行 われた。 このイベ ン トが、

メデ ィアで大 き く紹介 され た こ とが きっかけ と

な り、新城市 を中心 に愛 知県内 での普及が進 み、

2004年10月 、 静 岡県富士市 において、地元、富

士市 と愛知県新城市 の小学校が対戦す る初 の地域

交流大会 「ドッヂビーチャ レンジカ ップ」が 開催

された。 日本 に ソフ トデ ィス クが紹介 され て15

年 目 となる2005年7月 には、第1回 ドッヂ ビー

全 国大 会注3)が ナ ゴヤ ドー ムにお い て開催 され、

小学生選手 をは じめ、同伴 した保護者 、観戦者 を

加 える と3000人 を超す大会 とな り、 国内 にお け

るフライ ングデ ィスクの室 内競技最大 のイベ ン ト

とな った。 地域 にお け る ドッヂ ビー大 会へ の協

力 ・支援 や ドッヂビー競技 の普及 ・指導 を活動 の

中心 とす る 日本 ドッヂ ビー協会が2008年10月 に

設立 され、ディスク ドッヂを中心 に子 ども会 や小

学校 においての講習会 は、2010年 まで に300回 以

上 開催 されている(日 本 ドッヂ ビー協会,講 習会

実績報告書2008-2010)。

ス ポ ー ッ安 全 保 険加 入 者 の ス ポ ー ツ活 動 中

の傷害 事故 発生 率上 位40種 目 を見 る と、1位 は

アメ リカ ンフ ッ トボー ル(10.71%)、2位 は 柔道

(3.64%)、3位 は ドッジボール(3.56%)と な って

お り、 ボールを使 って行 う ドッジボールでは、突

き指 な どの傷害事故 の発生が高 いこ とが報告 され

ている(財 団法人 スポーツ安全協会,2006)。 ボ ー

ルを柔 らかい素材 の ドッヂ ビーに置 き換 えて行 う

こ との方が よ り安全 であ り、いままでに投 げた経

験 の少 ない ドッヂビーでは、男女 の体格 や体力差

が生 じに くいこ とか ら、ゲームへ の導入が比較 的

行 いや すい デ ィス ク ドッヂ を ドッジボー ル に代

わって導入 している小学校 も増加 している(日 本

ドッヂ ビー協会報告書,2008-2010)。

本 稿 は、 このよ うに他 のフライ ングデ イスク競
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技 と違い、比較的歴史の新 しい ドッヂビーを使 っ

た競技(デ ィスクドッヂ、ゴール ドッヂ、 ドッヂ

ディスタンス)や それ以外の ドッヂビーを使 った

競技種 目の開発、あるいは、学校教育の教材 とし

ての実践などを調査 し、今後の ドッヂビーを使 っ

た競技や ドッヂビーの学校教育の教材 としての役

割や課題 を提示することにより、 ドッヂビーを競

技や教材 として使 う際の基礎資料 となるようまと

める実践 ・事例報告である。

∬.ド ッヂ ビーとは

1986年 、 ア メ リカ合 衆 国 の ア ウ ト ドア商 品

関連会社 のZ-Creation社 に勤 めて いた イア ン ・

ホ ッチ ソ ン(lanHotchirson)氏 が 、 自社 の製

品素材(ナ イ ロン とウレタ ン)を 使 ってZ-BEE

デ ィス クをハ ン ドメイ ドした ことか ら ドッヂ ビー

が始 まった(写 真12)。

イ アン ・ホ ッチ ソンは、 フライングデ ィス ク競

技 のア ルテ ィメ ッ トの全 米選 手権 で も活 躍す る

優 秀 な選手 であったため、1990年5月 に東京 で開

催 され たア ルテ ィメ ッ ト日米 フ レン ドシ ップ ッ

ァー注4)の選 手 と して来 日 した。そ の際、 このハ

ン ドメイ ドのZ-BEEデ ィス クを数枚 持参 してい

た ことか ら、 日米 フレン ドシップッァー を主催 し

ていた株 式会社 ヒー ロー工房(現 ・株 式会社 ヒー

ロー)注5)の 社 員がZ-BEEデ ィス クに興 味 を示 し

た。その後、(株)ヒ ーロー工房 がZ-BEEデ ィス

クを100枚 輸 入 し、販 売す ることとな り、販促 活

動の一環 と してZ-BEEデ ィス クを使 った遊 びの

開発 を始めた。

(株)ヒ ー ロー工 房 は、1993年 に ローズ ボ ウル

ジ ャパ ン ・フ ライングデ ィスク大会注6)を 国営 木

曽三川公園(愛 知県)で 主催 したが、 この余興 と

してZ-BEEデ ィス クを使 ったイベ ン ト(デ ィス

ク ドッヂや ガ ッツ、デ ィス タンス)を 実施 した。

その結果、競技 として使用す るには、デ ィス クの

リムが柔 らか く飛行性 能が良 くない とい う選手や

関係 者の意見 を参考 に、オ リジナルデ ィス クの開

発 にと りかか った。1年 の 開発期 間を経 て、1994年

に ウ レタ ン製の オ リジ ナルデ ィス ク、 「ス ーパ ー

ソフ トデ ィス ク」 を製造 し、販売 した(写 真3)。

写 真3

現 在 の ドッヂ ビーは、直径20cm・23.5cm・

27cmの3種 類 の大 きさで販 売 され てい るが 、

このス ーパ ーソ フ トデ ィス クは、27cmの1サ イ

ズのみであ った。 また、単 に製品 をつ くることだ

けでは普及 に限界があ るため、遊 び方 を提案す る

活動 と して、全 国各 地 で フライ ング デ ィス ク ・
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フェス ティバ ルを積極 的にお こない、 スーパ ーソ

フ トディス クを使 ったイベ ン トを開催 した。 この

ことは、 プラス ティ ックディスク しかなかった当

時で は画期 的な試み であった。

愛知県 フライングデ ィスク協会 は、 ローズ ボウ

ルジャパ ン ・フライングデイスク大会 の開催 に協

力 したこ ともあ り、 その後 もスーパ ーソフ トディ

ス クを使 ったイベ ン トに積極 的に取 り組 んだ。特

に、1998年 に 愛知県新城市 で実施 された フライ ン

グディス ク ・フェス ティバ ルは、 これ らの活動 の

成果で あった。 また、 これ らの活動 を通 じて、人

に当たって も怪我す るこ とな く遊ぶ こ とが で きる

特 長 とその素 材 のため飛 距 離が制 限 され る特性

は、 国土 の狭 い 日本 に適 している というこ とをイ

ベ ン トを通 して再認識 した。

2000年4月 、(株)ヒ ー ロ ー工 房 は、(株)

ヒ ーローに社名変更 したこ とに伴 い、 スーパ ーソ

フ トディスクのリムの硬 さや強度 に修正 を加 え改

良 し、現在 のソフ トディス ク 「ドッヂ ビー」 を販

売 した。 この年 の 「第1回 ドッヂ ビーこ ども選手

権 しん しろオープン」 な どのイベ ン トが、 メデ ィ

アに紹介 され、新城市 を中心 に愛知県 内でさ らに

普及 が進 んだ。2002年10月 に は、 ドッヂ ビー紹

介 の窓口 として 日本 フライ ングディスク協会役員

有志が 中心 とな り、 ドッヂ ビージャパ ンが設置 さ

れ、各方 面 か らの問い合 わせ に対 応す るこ と と

なった。

ドッヂ ビーの販売枚数 も2000年 は20,000枚 で

あった ものが年 々増加 し、2004年 に は65,000枚

と なった。 このように徐 々に広が りを見せ た ドッ

ヂ ビーは、2005年 の ナ ゴヤ ドームでの ドッヂ ビー

全 国大会で ピークを迎 え、 このあ ともナゴヤ ドー

ム開催 の ドッヂ ビー全 国大会 は恒 例行 事 とな り

2008年 ま で続 いた。2008年 に は ドッヂ ビー競技 の

統括 団体 と して 日本 ドッヂ ビー協会 が設立 され、

ドッヂ ビーを使 った競技種 目の普及 ・指導 を行 っ

てい る。 日本 にソ フ トデ ィス クが紹介 され て20

年 目 となる2010年 は 、2013年 開催 予定 の東京 国

体 に向けて、小学校や子 ども会 向けの講習会や イ

ベ ン ト開催が増加 し、調布市 と千代 田区の2区 市

で は 「デモ ンス トレーシ ョン としてのスポーッ行

事」 に ドッヂビーが指定 されている(日 本 ドッヂ

ビー協会報告,2010)。

皿.ド ッヂビーを使 った競技と今後の展開

1.デ イ スク ドッヂ

ディスク ドッヂは、 ドッジボールゲームをディ

スクで行 うこ とか ら、詳細 なルール説 明が無 くて

も楽 しむ こ とが で きる点や コー トの大 きさがバ

レー ボー ル コー トと同サ イズで あ るため既 存 の

コー トをそのまま利用 で きるこ とな どが利点 であ

る。 また、年齢 や男女 の体格差 に比較 的関係 な く

取 り組 むこ とが で きるため、 ドッヂ ビーを使 った

競技 の中で、最 も普及 しているゲームである。使

用 デ ィスクは、直径27cmの ドッヂ ビー(ド ッヂ

ビー270)で あ り、試合時 間 は15分 以 内、1チ ー

ムの人数 は13人 以 内 となってい るため参加人数

に応 じて試合 時間やメ ンバ ーの数 をア レンジで き

る。例 えば、30人 の クラスで あれ ば10人3チ ー

ムの リー グ戦 を30分 程 度 で実施す る ことが可 能

となる。 ドッジボールよ りも安全 であるため、小

学校 の男女共習型授業 の展 開で推奨 で きる教材 で

ある と言 える。男女共習型授業 は男女が個 人の能

力や可能性 を尊重 し、それぞれの良さを発揮す る

には どうす れ ば良い か を考 え る実践 的 な場 とな

り、そ の意義 は大 きい と思 われ る(北 田,1999)

(大 島,2009)。

大 会 では、大 きな大会 になればなるほ ど、選手

も指導者 も応援す る保護者 も、勝利至上主義 が前

面 に出るため、 当たったか当たっていないかを判

断す る審判 の レベル を問 われ る場 面 が少 な くな

い。 デ ィスク ドッヂは当初 よ り審判 をおいて競技

をおこなっているが 、 ドッヂ ビー以外 のフライ ン

グデ ィス ク競 技 では審 判 を置か ず、 選手 同士 が

ルールを守 り、 セルフジャ ッジで競技す るこ とを

心が け、またその精神 を尊重 している。 アルテ ィ

メ ッ トでは、決勝戦 のみオブザ ーバ ーを置 き、セ

ルフジャ ッジによる判 断が難 しい場合 には選手 は

判 断を委 ねる。 ドッヂビーにおいて も、当たった

か当たっていないかを審判 に委 ねるこ とな く、 自

らでその判定 を下す フェアプ レーの精神 でゲーム
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を進 める ことは奨励 され るべ きものであ ると考 え

る。 また、 ドッヂ ビーの初期 のルールでは、投 げ

方 に制限 が無 く、順 手で持 ちオーバ ーハ ン ドで

投 げ るア ップサ イ ドダウンスロー(肘 ひね り上 下

逆転 ス ロー)が 主流 であ った(写 真4)。 しか し、

肩 ・肘 の運動 障害が起 こる可能性 が高いため、現

在 は禁止 ス ロー と してい る(日 本 ドッヂ ビー協

会,2008)。

写真4

これらのことを踏まえ、バックハンドスローに

よる内野と外野のパスの連係や審判をおかな くて

もセルフジャッジで競技 を楽しむことを学校教育

の場や小学生の大会や講習会でどのように指導し

てい くかが今後の課題であると考える。

2.ド ッヂ ビー を使用 したアルテ ィメ ッ ト

アルテ ィメ ッ トは大学 生 に最 も人気 のあ る種 目

で、2009年 の 学生選手権 には、 オー プ ン48大 学 、

ウイメ ン36大 学 が参加 してい る。2009年7月 に

チ ャイニーズ タイペ イの高雄市 で開催 された ワー

ル ドゲームズでは、 日本代 表チームが銀 メダル を

獲得 し、 日本 の競技 レベルの高 さを伺 うことがで

きる。

日本 フ ライ ングデ ィス ク協会 は、GUTS・ ア ル

テ ィメ ッ ト ・個 人総合 の3種 目の全 日本選手権 を

運営 している。アルテ ィメ ッ トについては、その

人気 の高 さを鑑 み、企業 が事業 マネジメ ン トを行

い、年 に数 回大 会 を運営 してい る。 中で も株 式

会社 クラブジュニア注7)がマ ネジメ ン トす るアル

テ ィメ ッ ト ・ドリーム カップ2009で は、 オー プ

ン80チ ー ム1184名 、 ウイメン46チ ー ム613名 、

ミックス19チ ー ム329名 の合計2126名 の プレー

ヤーが参加す る国内で最 も大 きな大会 となってい

る。 この大会の大学生の参加 を見 ると、 オー プン

39大 学 、ウイメ ン30大 学 、 ミックス1大 学 の合

計70大 学 の参 加が あ り、全体 の半数近 くを 占め

てい る。

アルテ ィメッ トは、審判 を置か ないスポー ッで

あ り、選手同士がセル フジャッジで競 技す る点が

他のスポー ッと大 き く違 うところであ る。 ほとん

どの競技 は、一つのゲーム に複数の審判が必要 と

なるが 、アル テ ィメ ッ トは審 判 を置 かないため、

コー トサ イ ドの選手がス コアシー トに点数 を記載

す る。 タイム アウ トの時間管理 も、 コー トサ イ ド

の選手がス トップウォッチ を使 って計時す る。そ

れぞれのチームが これ らの役割 を分担 し、ゲー ム

管理 も選 手同士が行 って いる。本部 ス タッフは、

主 に大会 が順調 に進 行す るよ うゲ ー ムを管理 す

る。そのためス タッフの数 は、他の競技 よ り少 な

い。 この ような理由 によ り、他のスポー ツよ りも

比較的容易 に大会 をマネ ジメン トす ることがで き

る。

しか しなが ら、 日本の アルテ ィメッ トの大会 に

は、現在 高校 生以下の年齢層のチームの参加が な

く、世界U-19ア ル テ ィメ ッ ト選 手権 に代表 選手

を派遣す る際 は、大学入学後1年 程度の アルテ ィ

メッ ト経験 者でチーム を構 成 してい るのが現状で

あ る。筆者 は、 フライングデ ィス ク競技 には、早

い時期か ら競技者 として関与 しているが、2008年

の 世界U-19ア ル テ ィメ ッ ト選手権 で監督 として

代 表選手 を引率 した際、欧米の監督 ・コーチ と情

報交換 し、上位 に入賞 した国の ほとん どは中学生

の時期 か ら合宿 を行 い指導 してい るこ とに驚 き、

同時 に日本の ジュニ ア層の育成の立 ち後れ を実感

してい る。 この ように実感 され るアルテ ィメッ ト

のジ ュニ ア層の育成の立 ち後れ を解消す るため に

も、小 学生の時期 において は、 ドッヂ ビー を使 っ

た3人 制 か ら5人 制 の ミニ アル テ ィメ ッ トゲー

ム注8)で興 味 を持 たせ 、中学生 や高校 生の時期 に

は ドッヂ ビー をプラステ ィックデ ィス クへ移行 さ

せ、 ミニ アルテ ィメッ トゲームの講習会や大会 を
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企画 し参加 させ るこ とが ジュニア層 の育成 につ な

が ると考 える。

日本 で は1990年 か ら1995年 まで 日本 の アル

ティメ ッ トの競技力 向上 を 目的 として、海外 の優

秀選手 を招待 し講習会 を開催 し、練習方法 か ら攻

守 の戦術 に到 るまで指導 を受 けた。 このこ とによ

り、大学 の チー ム数 は増 加 し、全 日本 アルテ ィ

メ ッ ト選手権 の競技 者数 は1990年 の519名 か ら

1995年 のlll5名 まで倍 増 してい る注4)。 この結

果 、 日本 の競 技 力 も向上 し、1998年 の 世界 ア ル

ティメ ッ ト選手権 で銀 メダルを獲得 した。

バス ケ ッ トボールでは、 ジュニアの育成 を図る

ため ミニバス ケ ッ トボール大会が小学生 を対象 に

企画 され、1970年 に第1回 ミニバ スケ ッ トボール

大会が京都で全 国交歓大会 として行 われた。 は じ

めは、男女各6チ ームの参加 であったが、次第 に

参加 チー ムが増 え、第9回 大会 で41チ ー ム、第

18回 大 会で は各都道府県 よ り47チ ー ムが参加す

る全 国大 会 に なってい る(日 本 ミニバ ス ケ ッ ト

ボール連盟2010)。 ア ルティメ ッ トのジュニア層

の育成 の立 ち後 れを解消す るために も、 ミニバ ス

ケ ッ トボー ルが小 学生 を対 象 に10数 年 をか けて

発展 したように、 ミニアルティメ ッ トゲームの指

導 ・普及 が ジ ュニア層 の育 成 につ なが る と考 え

る。 また、小 ・中 ・高校生 向けにアルティメ ッ ト

の大会が行 われていない状況 を考 える と、大会 を

マ ネジメン トす る企業や 団体 の理解 と協力 な しに

は成立 しない ものである と考 える。

の接触 プ レーを禁 じてお り、違反が生 じた場合 の

対処 を厳 しい もの としている。

味方 同士パ スをつ な ぎ相手 陣地 に攻 める場面 で

は、 アルティメ ッ トの要素 を持 ち、ペ ナルテ ィー

ライ ンの外 か ら相手 ゴールヘ シュー トし得点 を狙

う場 面で は、 デ ィス ク ドッヂの要素 を併せ持 つ。

このためゴール ドッヂは、フライ ングディスクの

全 く新 しい種 目であ る と考 え られ る。 また、上

級 者向 けで はあ るが デ ィスク を ドッヂ ビーか ら

ガ ッツデ ィスクに置 き換 えるこ とに より、ペ ナル

ティーライ ンの外 か ら相手 ゴールヘ シュー トし得

点 を狙 う場面 では、ガ ッッの要素 を持 たせ るこ と

も可能 となる。

ゴール ドッヂにおいて も、審判 の難 しさを省略

し、 ゴール ドッヂの楽 しさを損 なわない範 囲でセ

ルフジ ャ ッジに よる競技 がで きる ようで あれば、

学校体育 のパ スゲームの教材 のひ とつ として成立

す る もの と考 え られる。

4,エ コ ディスク

1)リ ユ ースデ ィス ク

1999年 に筆者 は、廃 品 となった段 ボールで フ

ライ ングディスク(リ ユ ースディスク)を 制作す

る講習会 を大 阪府貝塚市立東幼稚 園で行 った(写

真5)。

3.ゴ ー ル ドツヂ

ゴールに ドッヂ ビーを投 げ入 れて得点 を競 う競

技 。1枚 の ドッヂ ビー を使 い、 フ ィール ド内でパ

ス を受 けた時 に歩 くこ とな く味方 同士パ スをつ な

ぎ、ペ ナル テ ィー ライ ンの外 か ら相手 ゴールヘ

シュー トし得点 を狙 う。 スローや キャ ッチ の正確

性 とパス ワークが必要 なゲームで年齢性別 を混成

した ミックスの チー ムに よる対戦 を推 奨 して い

る。 コー トは フ ッ トサ ル コー トやハ ン ドボー ル

コー トを使用 し、既存施設 を有効利用 で きるよう

に設定 している。年齢性別 による基本 的なパ ワー

やス ピー ド差 による危険性 を回避す るため、全 て

写真5

保護者 と教員が補助員 として参加 し、園児がリ

ユースディスクを制作するのを手助けする親子ふ

れあい形式で実施 した。安全ハサ ミ、サシ、布粘

着テープ、クレヨンを使ってリユースディスクを
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制作する作業で、保護者と教員は、27cmの 円盤

部分 とリム部分の製図を助け、園児が安全ハサミ

でカットし、布粘着テープで円盤部分 とリム部分

を張 り合わせる。完成 した段ボールの リユース

ディスクに園児は、クレヨンを使 って思い思いの

絵 を描 く。自ら制作 したディスクを親子で投げ

合った り、教員や園児たちが投げ合 った りするこ

とで、様々な形のコミュニケーションの場 を提供

することとなった。また、同 じ試みを大阪府貝塚

市立木島小学校でも2001年 と2002年 に実施 し

た。小学4年 生か ら6年 生 までの縦割 りのクラ

ブ活動の授業を5・6限 の時間帯で、フライング

ディスクを教材 として展開する中で、段ボールで

フライングディスク(リ ユースディスク)を 制作

する単元 を設けた。ここでは、縦割 りのグループ

で円周率や円周の計算 を学習している6年 生が中

心 となり、27cmの 円盤部分とリム部分の製図を

助け、協力 しながらそれぞれが段ボールのリユー

スディスクを制作 した。

円周率や円周の計算 を学習するのは小学5年 生

であるが、段 ボールでフライングディスク(リ

ユースディスク)を 制作することを算数の授業の

教材 とすることも可能である。佐藤(1998)は 、

秋田県小学校教育課程研究発表において、小学校

3年 生の算数で、「長 さ」、「時こ くと時間」、「表

とぼうグラフ」の授業 において、フライングデイ

スクを教材 として実践 している。

2)リ サ イクルデ ィス ク

(株)ヒ ーローは、 自社 製品 を回収 しリサ イ ク

ルデ ィス クを製品化 してい る。使 用済みデ ィス ク

10枚 につ き、新 品の 同モデル デ ィス ク1枚 が 返

される。他社 製品であ って もポ リエチ レン製の フ

ライ ングデ ィス クであれば回収 され るが、回収枚

数 にはカウ ン トされない。(株)ヒ ー ローは、企

業 の社会 的責任 のひ とつ と して、環境 に配慮 し、

フライ ングデ ィス クをで きるだけ ゴミにしない よ

うに考 え、使 われ な くなっ たデ ィス クを新 しい

デ ィス クにするデ ィス クリサイ クル システム を推

進 している。

一方
、 日本 ドッヂ ビー協会 は、帝人 ファイバー

株式会社が開発 したリサイクル技術を取 り入れ、

リサイクルポリエステルとリサイクルウレタンで

作 るドッヂビーを販売 している。

5.ド ッヂデ ィス タンス

プラス テ ィ ックデ ィスクの醍 醐味 は、投 げ ら

れ たデ ィス クが遠 くまで飛ぶ こ とであ り、世 界

記録 は250mに も及ぶ。飛距 離の点 において は、

ドッヂ ビー を使用 したデ ィス タンスの 日本記録 は

33.98mで あ り、醍醐味 は得 られないか もしれ な

い。ただ、 日本記録や世界記録 をね らって飛距離

を競 うゲーム と して は十分 に楽 しめ るイベ ン トで

あ る。

フ リス ビー ドッグ競 技 は、 ア レ ックス ・ス タ

イン氏 と愛犬 アシュ レイ ・ウィペ ッ トが、1974年

8月 、 ドジャーズス タジアムの メジ ャー リー グの

試合中、7回 と8回 の間 にグラン ドに出て、逮捕

され るまでの8分 間 にフリス ビー を投 げて愛犬が

キ ャッチす るパ フォーマ ンス を行 った ことによ り

始 まった とされてい る。 この試合 は、全米 にテ レ

ビ中継 されていたため、 フリス ビー を犬がキ ャッ

チす るとい うパ フォーマ ンス は、全米の人 々に強

い インパ ク トを与 え、 この試合 を観戦 していた世

界 フ リス ビー協会 の会 長 アーブ ・ラ ンダー氏 の 目

にとまった。その後、世界 フリス ビー協 会が主催

す るロ ーズ ・ボ ウル ・ス タジアム での世界 ブ リス

ビー選手権 でエキ ジビシ ョンを行い、競技 と して

の フリス ビー ドッグの歴史が始 まった(日 本 ブリ

ス ビー ドッグ協会,2001)。 デ ィス ク ドッグ競 技

は、正面か らのキ ャッチで愛犬の歯が折れ ること

や犬歯がす り減 ることがあ り、デ ィス クのキズで

舌 を切 る場 合 もあ る。 ドッヂ ビー を使用 した場

合 には、 この ようなケ ガが改 善 され る。 プラス

テ ィックデ ィス クの醍醐 味であ る飛距離の点 にお

いては、 ドッヂ ビー を使用 したデ ィス ク ドッグ ・

デ ィスタ ンス は、魅 力 に欠 けるか も しれないが 、

人間 と犬が共存 生活 をす る中でお互いが楽 しく遊

ぶ とい う点か ら見れば推 奨 され るものであ ると考

える。
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6.ド ッヂ ビーを使用 したターゲ ッ ト種 目

ターゲ ッ ト9は 、1番 か ら9番 までのパ ネル を

ターゲ ッ トとし、 ドッヂ ビーを投 げ、当てて落 と

す もので あ る。1番 か ら9番 まで のパ ネル をチ ー

ムに分か れて番号 をそのまま得点 とし、 どち らが

多 くの得 点 を獲得 す るか を競 うゲー ムや ビンゴ

ゲ ーム方式 で どち らが い くつ のビ ンゴを達成 させ

るか を競 うゲームな ど主催者 のアイデアで競技 の

方法 は様 々にア レンジで きる。 また、屋 内であれ

ばバ ス ケ ッ トコー トの サ ークル を使 って カー リ

ングゲー ム方式 で対戦 させ るこ とも可能で ある。

サ ークル内 に 目標 物 を置 き、 ドッヂ ビー を投 げ、

床 を滑 らせ近づ ける。パス ゲーム とは違 った感覚

で、楽 しみ なが らス ローイ ングの正確性 を養 うこ

とがで きる。

このようなターゲ ッ ト種 目は、運動量が少 ない

ため子 ども向けのイベ ン トとして採用 され、 ビギ

ナーの興味 を引 きつ ける もの となる。

】V.ま と め

児童や幼児 には、 フライ ングディスクが飛行す

る楽 しさを伝 える導入段階 として、柔 らかい素材

の ドッヂ ビーは安全 な教材 であ る と考 え られる。

また、段 ボールで ドッヂ ビー を制作 す るこ とで、

ス ポーツ以外 の教材 として取 り上 げるこ ともで き

る。

小学生 に体育 ・ス ポーッの教材 としてディスク

ドッヂや ミニアルティメ ッ ト、 ゴール ドッヂ な ど

を取 り上 げる こ とで、 ボ ールで は体験 で きない

ディスクの飛行性 を実感 させ るこ とが で きる。 ま

た、段 ボールでフライングディス クを制作す るこ

とを算数 の授業 の教材 とす るこ ともで きる。

ディス ク ドッヂや ゴール ドッヂ は、安全 にゲー

ムを楽 しむこ とが で きる点や男女 の体格差 に比較

的 関係 な く取 り組 む こ とが で きるた め、 ドッジ

ボールの代用教材 として推薦 される。

ミニアルティメ ッ トの普及 は、今後 のアルティ

メ ッ トのジュニア育成 の重要 な位置 を占める と思

われ、 日本 フライ ングディスク協会が企業 と提携

し、 どのような普及活動 を してい くかが重要 な課

題 となる。

このように ドッヂビーは、学校教育において

様々な展 開がで きる良い教材であると考えられ

る。今後、学校教育の現場に ドッヂビーが浸透 し

ていくためには、フェアプレーの精神を学び、セ

ルフジャッジで簡単に競技を楽 しむ方法や成長期

における運動障害などの理解を踏まえた指導者の

育成が必要不可欠なものであると考えられる。こ

のことは、同時に、ディスク ドッヂやゴール ドッ

ヂ、 ミニアルティメットゲームをスポーッイベン

トとして企業がマネジメントする際にも必要不可

欠なものであると考えられる。

V.注

1)フ ラ イ ングデ ィス ク競技 は、世界 フラ イ ン

グデ ィス ク連盟 の競技 と して 、現 在10種 目

(デ ィス タンス ・MTA・TRC・ ア キュラシー ・

デ ィス カ ソ ン ・デ ィス ク ゴル フ ・DDC・ ブ

リースタイル ・ガ ッツ ・アルティメ ッ ト)が 公

認 されて いる。 日本 フライ ングデ ィス ク協会

は1975年 に設立 され、全 日本 ガ ッッ選手権 ・

全 日本 アルティメ ッ ト選手権 、ディスタ ンス ・

MTA・TRC・ ア キュ ラシー ・デ ィス カソ ン ・

デ ィス ク ゴルフ ・DDC・ フ リース タイルの競

技 は個 人総 合選 手権大 会 と して毎年 主催 して

いる。アキ ュラシー:7箇 所 か ら4投 ずつ ター

ゲ ッ トを狙 い、28投 中何 投 的中 したか を競 う。

ダブルデ ィス クコー ト:そ れぞれのチ ームの2

人 の プ レーヤ ーがデ ィス ク を投 げ、相手 コー

トに決 まるか相 手が ミス を した場合 に得 点 が

入 る。2枚 同時 に相 手 に触 れ させ る と2点 獲得

で きる コー トゲ ー ム。デ ィス タンス:デ ィス

ク を どれ だけ遠 くに投 げ られ るか を競 うゲ ー

ム。デ ィス カソ ン:IKmの コ ース にあ る旗 門

にディスクを通過 させ なが ら走 るクロスカ ン ト

リー レース。 フ リースタイル:ペ アか トリオで

ディスクを使 って様 々なキャ ッチ、スロー、ス

ピン技 な どを演技 し、そ れ らの難易 度 や完成

度 、芸術点 を競 う。 デ ィスクゴルフ:多 くの人

に楽 しまれているゲームでボールゴルフ と同 じ

()⊥
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ルー ルで競 うデ ィス クを使 った ゴルフゲー ム。

簡 単 には じめ られるが奥が深 いゲ ームであ る。

SCFに は デ ィス ク を投 げてか ら片手 でキ ャッ

チす る までの滞 空 時間 を競 うMTAと デ ィス

クを投 げてか ら片手でキ ャッチす るまでの走行

距 離 を競 うTRCが あ る。SCFは こ れ らの総 合

得 点で競 う。個 人総合大 会は これ ら7種 目の総

合 得 点で競 われ る。団体種 目には ガ ッッ とア

ル ティメ ッ トがあ る。 ガ ッツ は、1チ ー ム5人

で行 う21点 制 のキ ャ ッチ ング ゲ ームで、14m

は な れ た相 手 にス ロー しキ ャ ッチ で きな けれ

ばス ロ ー側 に得 点 が はい る。 アルテ ィ メ ッ ト

は1チ ーム7人 で行 うコー トゲームで アメ リカ

ンフ ッ トボ ールの ようにエ ン ドゾー ンに攻 め

るゲ ー ム。パ ス を して味 方が エ ン ドゾー ンで

キ ャ ッチすれ ば得点 とな り、通常17点100分

ゲ ームで行 う。アルテ ィメ ッ トは審判 をおかず

フェア プレーの精神 で プレーヤー 自身がセル フ

ジ ャッジで競技 進行す る。

2)2008年10月 に ドッヂ ビー競技 の統括 団体 と

して設立 され、 ドッヂ ビー を使 った競技種 目の

普及 ・指導 を行 ってい る。

3)第1回 ドッヂ ビー全国大 会.2005年7月31

日(148チ ー ム2208名.内 小学生1538名)、 第

2回 大会.2006年7月16日(138チ ー ム2008

名.内 小 学 生1438名)、 第3回 大 会.2007年

7月29日(102チ ー ム1507名.内 小学 生932

名)、 第4回 大 会.2008年9月21日(80チ ー

ム1068名.内 小学生516名)い ず れ もナ ゴヤ

ドームにおいて開催 。第1回 大会 、第2回 大会

ともに2000名 を超 えたが、第3回 大会 は、川頁

手で持 ちオーバ ーハ ン ドで投 げ るア ップサ イ ド

ダウンスロー(肘 ひね り上 下逆転 ス ロー)を 禁

止ス ロー とした ことが参加 者減少の理由 と分析

している。第4回 大会 は、ナ ゴヤ ドームの使 用

許可 の時期 と学校行事 であ る運動会 の開催 時期

が重 なった ことが参加者 減少の理由 と分析 して

いる(日 本 ドッヂ ビー協会 報告、2008)。 第5回

大会 は、不況 による協 賛企 業獲得 の不振 に見舞

われ、大会運営上厳 しい結果 とな り、2008年 の

第4回 大会 をもって ドッヂ ビー全国大会 は終了

(日本 ドッヂ ビー協会報告、2009)。

4)1990年 か ら1995年 まで 日本 のアルテ ィメッ

ト種 目の競技 力向上 を目的 と して、海外の優 秀

選手 を男 女合 わせ て10名 程 度招待 し開催 され

た講習会。1993年 か らは関西 ・中部 ・関東の3

つ のエ リアで、大学 生 の夏期 休暇期 間に開催。

練 習方法か ら攻守の戦術 に到 るまで指導 を受 け

た。 この こ とに よ り、大 学 のチ ー ム数 は増 加

し、全 日本 アルテ ィメッ ト選手権 の競 技者数 は

1990年 の519名 か ら1995年 の1115名 ま で倍

増 した(大 島,2004)。 日本チームの競 技力 も向

上 し、1998年 の世 界アルテ ィメ ッ ト選手権 で 日

本は初 めて決勝 に進出 し、銀 メダル を獲 得す る

に到 った。

5)国 内 唯 一 の専 門メー カ ー と して レク リエー

シ ョン ・レジャー用 フライングデ ィス ク、 ドッ

グ用 フライ ングデ ィス クを製造 ・販売 。 また、

米 国 ・INNOVA社 の総 輸入元 として デ ィス ク

ゴル フの競技用 デ ィス ク も販売。1987年 に国内

初 の賞金 を伴 うデ ィス ク ゴル フ大 会 「ジ ャパ

ンカ ップ」 を開催。1994年 に は ドッヂ ビー270

の 前 身 「ス ーパ ー ソフ トデ ィス ク」 を製造 ・

販売。2000年4月 、(株)ヒ ーロー工房 を(株)

ヒー ロー に社 名変更 し、都 市公園内のデ イキ ャ

ンプ ・バーベキ ュー場の管理 ・運営業務 も手掛

け る。2004年 に はジ ャパ ンオープ ン ・デ ィス ク

ゴル フ大会 をボール ゴル フ場であ る那須ハ イラ

ン ドゴル フクラブにて国 内で初 めて 開催 。2006

年 、2008年 、2010年 と一年お きに開催 している。

また、CSR(企 業 の社 会 的責任)の ひ とつ と し

て、 「環境」 に配慮 しフライ ングデ ィスク をで

きるだけ 「ゴミ」 にしない ように考 え、 自社 製

品の フライングデ ィス クを回収 し、 リサ イクル

デ ィス クを製品化す るデ ィス クリサ イクル シス

テム を推 進 してい る。

6)フ ラ イ ングデ ィス クの個 人総合種 目の大会。

1974年 に フライ ングデ ィス ク世界 選手権 が初

めて開催 された ローズボ ウルス タジアムに由来

している。1993年 と1994年 に 国営 木曽三川 公

園(愛 知県)で 開催 され、余興 と してZ-BEE

デ ィス クを使 った イベ ン トも行 った。
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7)1987年 設 立。 スポー ッ用 品 の販 売 とフライ

ング デ ィス クに関す る大会 の企画運営 を業務

とす る。1999年 か らフライ ングデ ィス ク ・アル

テ ィメ ッ ト ドリーム カ ップ を毎年 開催 し、2005

年 の ドリー ムカ ップは1675名 を集 め、世界最

大 のクラブチーム大会 となる。2009年 は オープ

ン、 ウィメン、 ミックスの参加者 を合 わせ る と

2124名 の参加 があった。

8)3人 制 か ら5人 制の ミニアルテ ィメ ッ トゲ ー

ムは 、屋 内 で はバ ス ケ ッ トコー トを使 用 し、

ゴー ルエ リア はバ ス ケ ッ トコー トの制 限区域

(ペ イ ン トエ リア)を そ のま ま使用す る。既存

のコー トを利用す るこ とで学校体育 で も取 り組

みやす いこ とをね らい とす る。 また、屋外 で実

施す る場合 はグラン ドの広 さを考 え、実際 のア

ルティメ ッ トコー トを縮小 してゲームを行 う。
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